
【 逆 川 用 水 分 水 ： 谷 古 田 用 水 】

用 水 位 置 図

寛永13年(1636)新綾瀬川の東縁に位置した谷古田領五ヶ村の用水を送るため、四ヶ村用水
路を切り広げ蒲生一里山の綾瀬川に落し、これを堰止め用水を引いた事に始まる。延宝8年
(1680)に綾瀬川用水堰禁止令に伴い、瓦曽根溜井より引水した谷古田用水が開削される。昭
和35年より水利組合を設立し、近年では都市化に伴う受益地の減少により農業用水としての
役割は薄れ、周辺地域にとっての環境用水としての機能を発揮している。
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